
目　次 CONTENTS目　次 CONTENTS

KA
S

U

MIGAU
R

A
63

11.20

令和2年11月20日発行　発行者／かすみがうら市議会　　編集／議会だより編集特別委員会　ＴＥＬ.0299-59-2111

令和２年第３回定例会が開催
され、令和元年度かすみがうら
市一般会計歳入歳出決算の
認定についてなど、いずれの
議案も可決承認されました

令和２年第３回定例会が開催
され、令和元年度かすみがうら
市一般会計歳入歳出決算の
認定についてなど、いずれの
議案も可決承認されました

令和２年第３回定例会が開催
され、令和元年度かすみがうら
市一般会計歳入歳出決算の
認定についてなど、いずれの
議案も可決承認されました

P2

P3

P4-5

P6-7

P8-12

P13

P14

令和２年第３回定例会提出議案

議案審査特別委員会

決算審査特別委員会

委員会活動

一般質問

特集

コラム

▲県指定文化財の木造十一面観音菩薩坐像（深谷）

2 0 20



2KASUMIGAURA

令和２年第３回定例会議案等議決結果一覧
※賛成は○・反対は◆・不在は／で記載
　加固議員は議長職のため、特別多数議決以外の議案については本会議での表決（賛成・反対の意思表示）権はありません。
　11 番議員は本人の希望により氏名の掲載を控えさせていただいております。
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議決結果

40
地方自治法等の一部を改正する法律の
施行に伴う関係条例の整理に関する条
例の制定について

／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

41 令和2年度かすみがうら市一般会計補正予算（第7号） ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

42 令和2年度かすみがうら市介護保険特別会計補正予算（第2号） ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

43 令和元年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について ／ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 認　定

44 令和元年度かすみがうら市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について ／ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 認　定

45
令和元年度かすみがうら市後期高齢者
医療特別会計歳入歳出決算の認定につ
いて

／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 認　定

46 令和元年度かすみがうら市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について ／ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 認　定

47 令和元年度かすみがうら市水道事業会計決算の認定について ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認　定

48 令和元年度かすみがうら市下水道事業会計決算の認定について ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 認　定

49 新治地方広域事務組合の解散について ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

50 新治地方広域事務組合の解散に伴う財産処分について ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

51 霞台厚生施設組合規約の変更について ／ 〇 〇 〇 〇 ◆ 〇 〇 〇 〇 〇 － ◆ 〇 〇 〇 原案可決

【請願】

４
教職員定数改善と義務教育費国庫負担
制度堅持のための政府予算に係る意見
書採択を求める請願

／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 採　択

【報告】
8 令和元年度かすみがうら市財政健全化判断比率及び資金不足比率について
9 専決処分事項の報告について〈損害賠償の額の決定及び和解〉

氏　名　　　

　　　件　名

【委員会発議】

3 教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書（案） ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

4
新型コロナウイルス感染症の影響に伴
う地方財政の急激な悪化に対し地方税
財源の確保を求める意見書（案）

／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

【発議】

2 市長の専決処分事項の指定について ／ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 〇 〇 〇 〇 原案可決

　令和２年第３回定例会が、９月１日から24日までの24日間の会期で開催されました。今定例会では、
令和元年一般会計決算などの議案12件、請願１件、委員会発議２件、発議１件、報告２件などを慎重
審議し、いずれの議案も可決となりました。また、９月２日から９月４日の３日間に一般質問を行い
ました。

令和２年第３回定例会提出議案
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令和２年第３回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

議案第41号
令和2年度かすみがうら市一般会計補正予算（第7号）

商品券の利用期間についてはどのように設定した
のか

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に、それぞれ２億5258万９千円を追加し、総額を247億
6759万円とするものです。主にかすみエールプレミアム商品券追加分１億5768
万９千円支出や感染症対策事業として284万４千円支出の追加をするものです。

消費喚起についての施策にスピーディーに対応す
るため、10月１日から12月31日までに設定してお
ります。

議案審査特別委員会は、議長を除く15名の委員で構成。

▲かすみエールプレミアム商品券

かすみエールプレミアム商品券の追加について財源
はどのようになっているのか
今回、茨城県の補正予算で地域企業活力向上応援事
業補助金5748万３千円が市に交付されましたので、
こちらを財源として当初の予定から１冊プラスし、
１世帯当たり２冊購入できるものです。

▲かすみエールプレミアム商品券取り扱い店のぼり

感染症対策事業284万４千円支出の内容は
市内施設の水道蛇口をレバー式に交換するもの、来
場者の体温を検知するサーマルカメラをウエルネス
プラザに設置するもの。また、土浦保健所管内の
PCR検査を実施する地域外来検査センターへの負担
金となります。

▲かすみがうらウエルネスプラザ

観光サイクリング事業のかすみがうらアクティビ
ティコミッション補助金400万円の内容は
アウトドア体験レジャーやスポーツのイベント等を
通じて地域の活性化に寄与することを目的としたか
すみがうらアクティビティコミッション補助金とな
ります。常設型のイベントやツーリズムを実施し、
今年度は音声型サイクリングなど５つの事業を展開
する予定です。また、ライドヴィレッジも一部含む
内容です。

▲自転車×キャンプをテーマとした
　かすみがうらライドヴィレッジの様子（歩崎公園）

（９月８日開催）

議案審査特別委員会
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決算審査特別委員会

民生費
 59 億 7497 万円

31.7%(-0.2%)

総務費 
29 億 1843 万円
15.5%(24.9%)

公債費 
22 億 5044 万円

12.0%(5.2%)

消防費
 11 億 8940 万円

6.3%(30.8%)

衛生費 
20 億 3516 万円
10.8%(78.7%)

土木費 
15 億 2735 万円
8.1%(-24.1%)

教育費 
13 億 2963 万円

7.1%(13.5%)

その他
 15 億 9513 万円

8.5%(37.9%)

歳 出

市税 
57 億 4760 万円

29.7%(0.2%)

地方交付税 
46 億 1277 万円 
23.8%(18.8%)国庫支出金 

23 億 799 万円
 11.9%(5.4%)

市債 
16 億 250 万円 

8.3%(3.4%)

県支出金
 12 億 5454 万円

6.5%(3.0%)

繰入金 
10 億 8621 万円 
5.6%(191.3%)

その他 
27 億 7266 万円 

14.2%(-4.9%)

決算審査特別委員会
決算審査特別委員会は議長、議会選出監査委員を除く14名の委員で構成。
	 （９月10日、11日、14日、15日、16日開催）

【歳入総額】１９３億８４２７万１９１０円 【歳出総額】１８８億２０５１万７８５０円

※資本的収支額で不足する金額については、過年度分損益勘定留保資金等で補填されました。
※下水道・農業集落排水事業特別会計は、下水道事業会計となったため、前年度比の記載はありません。

特別会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

【歳入総額】８６億３６７８万２３２１円

歳　入 歳　出
国民健康保険特別会計 44億534万円（ -6.4%） 43億4573万円（ -7.3%）
後期高齢者医療特別会計 8億2112万円（  3.9%） 8億1888万円（  4.0%）
介護保険特別会計 34億1032万円（ -1.4%） 33億7314万円（ -0.2%）

公営企業会計決算の内訳（カッコ内は前年度比）

歳　入 歳　出
水道事業会計収益的収支 9億6818万円（  -0.6%） 9億2021万円（ -0.6%）
水道事業会計資本的収支 2億3150万円（-23.9%） 4億9479万円（-12.4%）

下水道事業会計収益的収支 16億5366万円 ― 14億1189万円 ―
下水道事業会計資本的収支 2億2844万円 ― 7億6180万円 ―

○委員会付託案件の審査
今年度より、各決算議案の審査は決算審査特別委員会に付託し、一般会計、特別会計、
公営企業会計のそれぞれの決算の認定を審査いたしました。

一般会計決算の内訳

グラフの表示
　・区分
　・決算額
　・構成比（前年度比）

【歳出総額】８５億３７７６万８９６５円
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○審査内容（主な質疑を抜粋）

本会議で行われた主な討論
議案第 43 号
令和元年度かすみがうら市一般会計歳入歳出決算の認定について

賛　成 反　対
・交流人口の拡大に向け、古民家江口屋の完成や
歩崎公園湖岸桟橋の完成など、事業の活性化が
期待される。また、地域経済の活性化につなが
る企業立地やスマートインターチェンジに向け
た可能性調査を行うなど市の将来を見据えた事
業の調査も進んでいる。このようにさまざまな
課題に正面から向き合い、まちづくりを愚直に
進めようとする積極的な事業展開がされており、
その姿勢が十分に評価できるため賛成。

・新広域ごみ処理施設建設は現有施設を活用すべ
きであり、観光事業への投資について桟橋は無
駄であり、ウエルネスプラザは箱もの行政の典
型的な無駄であり、スマートインターチェンジ
に係る調査は無駄、千代田神立ラインのバスの
利用者は少なく事業の見直しが必要と考えるた
め反対。

土木費が平成30年度と比べてだいぶ減っているよう
だが、主な要因は
平成30年度に実施しました神立停車場線などの工事の
減が主な内容と考えます。

防災士の資格取得の補助金について伺う

令和元年度は資格取得にかかる費用１万1500円
に対し１万1000円の補助を23名に対し交付いた
しました。令和元年度は補助対象者が予定より
多かったため、令和２年度は増額をしておりま
す。

▲神立停車場線

教育費は平成30年度と比べて大幅増となってい
るが、主な要因は
下稲吉中学校体育館の用地取得や旧安食小学校の
博物館収蔵施設への用途変更工事、また、いきい
き茨城ゆめ国体2019の実行委員会の補助等となっ
ております。

▲わかぐり運動公園で実施された
　いきいき茨城ゆめ国体プレ競技　ペタンク

消防費の平成30年度と比べての支出増の要因は

主な要因としては、防災無線整備事業において３億５
千万円の支出増となっております。

▲防災無線施設（上土田地内）
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委　員　会　活　動

9
月
７
日
開
催
の
調
査
内
容

８
月
11
日
開
催
の
調
査
内
容

８
月
18
日
開
催
の
調
査
内
容

産
業
建
設
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

総
務
委
員
会

○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

●
旧
小
学
校
施
設
活
用
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て▲説明を受ける委員

　（千代田庁舎委員会室）

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎全員協議会室）

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

●
意
見
書
案
第
１
号

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
伴

う
地
方
財
政
の
急
激
な
悪
化
に
対
し
地
方
税
財

源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書（
案
）」に
つ
い
て

●
市
地
域
公
共
交
通
計
画
策
定
に
つ
い
て

●
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
投
資
に
つ
い
て

●
広
報
誌
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
つ
い
て

●
株
式
会
社
か
す
み
が
う
ら
未
来
づ
く
り
カ
ン
パ

ニ
ー
の
決
算
報
告
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）
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９
月
7
日
開
催
の
調
査
内
容

10
月
19
日
開
催
の
調
査
内
容

10
月
9
日
開
催
の
調
査
内
容

文
教
厚
生
委
員
会
○
閉
会
中
に
行
わ
れ
た
委
員
会

●
道
路
台
帳
に
つ
い
て

●
下
水
道
の
更
新
に
つ
い
て　

●
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
及
び
立
地
適
正
化
計

画
の
進
捗
に
つ
い
て

●
有
害
鳥
獣
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

●
本
市
の
荒
廃
農
地
に
つ
い
て

●
営
農
型
太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
小
中
学
校
施
設
長
寿
命
化
計

画
に
つ
い
て

●
第
４
期
か
す
み
が
う
ら
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
に

つ
い
て

●
令
和
３
年
成
人
式
に
つ
い
て

●
大
型
鶏
舎
等
の
状
況
に
つ
い
て

●
湖
北
環
境
衛
生
組
合
か
ら
の
土
浦
市
の
脱
退
に

つ
い
て

●
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
協
定
締
結
に

つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
査

●
請
願
第
4
号

　
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
の
た
め
の
政
府
予
算
に
係
る
意
見
書
採

択
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）

▲説明を受ける委員
　（千代田庁舎委員会室）
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一  般  質  問

　
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
電
気
柵
の
設
置
促
進

や
有
害
捕
獲
事
業
の
期
間
延
長
、
ワ
ナ
の
追
加
支
給
な
ど
の
緊
急
対
策
が
必

要
で
す
。
ま
た
高
齢
化
す
る
猟
友
会
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
石
岡
市
等
と
の

広
域
で
、
新
治
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
跡
地
を
活
用
し
た
解
体
処
理
場
整
備
、

猟
友
会
と
連
携
を
と
れ
る
地
域
の
若
者
に
よ
る
新
組
織
の
立
ち
上
げ
も
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長　
被
害
拡
大
に
対
し
捕
獲
活
動
の
回
数
を
増
や
し
た

り
、
電
気
柵
の
設
置
支
援
も
予
算
を
倍
増
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
猟
友
会

に
よ
る
捕
獲
活
動
と
併
せ
、
農
家
自
ら
の
自
衛
策
、
地
域
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

が
住
み
づ
ら
い
環
境
作
り
も
促
し
て
い
き
ま
す
。
広
域
に
よ
る
解
体
処
理
施

設
は
近
隣
自
治
体
と
の
協
議
・
検
討
を
行
っ
て
い
く
と
共
に
、
地
域
で
の
捕

獲
活
動
が
可
能
と
な
る
体
制
構
築
に
努
め
ま
す
。

　
今
年
３
月
で
廃
止
す
る
と
し
て
い
た
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
に

つ
い
て
、
運
行
期
間
を
１
年
間
延
長
し
、
存
続
も
含
め
て
新
し
い
公
共
交

通
の
在
り
方
を
検
討
す
る
こ
と
に
方
針
が
転
換
さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の
よ

う
な
協
議
が
な
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確
保
の

必
要
性
が
ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
運
行
期
間
延
長
を
さ
ら
に
１
年

延
ば
し
、
よ
り
良
い
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
副
市
長
　
今
後
の
市
の
公
共
交
通
政
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
の

議
会
で
の
趣
旨
採
択
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
運
輸
支
局
等
の
助
言
な

ど
を
十
分
に
配
慮
し
た
う
え
で
、
本
年
度
に
策
定

す
る
地
域
公
共
交
通
計
画
と
併
せ
て
検
討
を
続

け
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

宮嶋　謙 議員

久松　公生 議員
　
霞
ヶ
浦
中
学
校
区
の
小
中
学
校
の
給
食
室
は
、
統
廃
合
の
際
に
改
修
工

事
が
入
り
整
備
さ
れ
て
お
り
、
千
代
田
中
学
校
区
に
お
い
て
も
義
務
教
育
学

校
の
整
備
に
伴
い
給
食
室
も
整
備
さ
れ
ま
す
が
、
下
稲
吉
中
学
校
区
の
給
食

室
は
老
朽
化
し
て
い
る
。今
回
の
下
稲
吉
中
学
校
体
育
館
整
備
計
画
の
中
で
、

下
稲
吉
中
学
校
区
の
給
食
室
の
整
備
を
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
市
長　
下
稲
吉
中
学
校
区
の
給
食
室
に
つ
い
て
は
、
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
状
況
で
す
。
現
在
進
め
て
お
り
ま
す
体
育
館
整
備
の
設
計
委
託
の
中
に

お
き
ま
し
て
、
給
食
室
に
つ
い
て
も
敷
地
の
利
用
計
画
や
基
本
設
計
の
中
で

作
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
昨
年
度
に
取
得
い
た
し
ま
し
た
用
地
の
み
の

設
計
で
は
な
く
て
、
下
稲
吉
中
学
校
区
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
総
合
的
な
整

備
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
落
ち
込
む
観
光
需
要
回
復
に

向
け
、
３
密
を
回
避
で
き
る
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
キ
ャ
ン
プ
に
注
目
が
集
ま
っ

て
い
ま
す
。本
市
の
今
後
の
誘
客
ツ
ー
ル
と
し
て
、通
年
で
利
用
で
き
る
キ
ャ

ン
プ
場
の
整
備
は
大
い
に
期
待
で
き
る
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長　
Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｅ　
ａ
ｎ
ｄ　

Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｐ
や
ラ
イ
ド
ビ
レ
ッ

ジ
の
よ
う
な
サ
イ
ク
リ
ン
グ
と
キ
ャ
ン
プ
を
組
み
合
わ
せ
た
事
業
を
昨
年
度

か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す
。ま
だ
事
業
開
始
か
ら
間
も
な
い
た
め
、仮
設
キ
ャ

ン
プ
場
で
の
実
施
と
な
っ
て
ご
ざ
い
ま
す
が
、
参
加
者
の
感
想
や
意
見
な
ど

を
把
握
し
た
上
で
、
施
設
の
ニ
ー
ズ
や
誘
客
効
果
な
ど
の
地
域
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
見
極
め
、
地
域
な
ら
で
は
の
常
設
型
キ
ャ
ン

プ
場
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後

の
小
中
学
校
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
低
迷
し
て
い
る
本
市

の
観
光
事
業
に
つ
い
て

下
稲
吉
中
学
校
（
防
災
型
）
体
育
館
整
備
に
つ
い
て

３

▲イノシシ

１

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
農
業
被
害
の
増
大
に
つ
い
て

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
存
続
に
向
け
た
検
討
に
つ
い
て

１２

▲下稲吉中学校

２

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

電
気
柵
補
助
や
ワ
ナ
の
追
加
支
給
な
ど
の

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
伺
う

下
稲
吉
中
学
校
区
の
給
食
室
の
整
備
を
す

る
考
え
は
あ
る
か
伺
う

猟
友
会
と
協
議
・
調
整
を
図
り
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す

下
稲
吉
中
学
校
区
全
体
を
視
野
に
入
れ
た

総
合
的
な
整
備
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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サ
テ
ラ
イ
ト
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
、
行
政
職
場
内
の
「
新
し
い
生

活
様
式
」
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に
も

配
慮
し
た
、
新
た
な
様
式
へ
一
歩
踏
み
込
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
行
政
職

全
般
の
新
し
い
生
活
様
式
へ
の
対
応
策
と
、
働
き
方
改
革
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
う
。

　
総
務
部
長　
現
在
、
本
市
に
お
い
て
は
公
共
施
設
な
ど
を
利
用
し
た
サ

テ
ラ
イ
ト
勤
務
を
５
月
１
日
か
ら
全
庁
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
お
り
、
業

務
の
性
質
に
応
じ
て
可
能
な
範
囲
で
職
員
の
分
散
勤
務
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、電
子
決
裁
な
ど
に
よ
る
ペ
ー
パ
レ
ス
化
、

ま
た
、
定
型
業
務
の
自
動
化
技
術
で
あ
る
Ｒ
Ｐ
Ａ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
新
た
な
技

術
に
つ
い
て
も
先
進
事
例
を
研
究
し
、
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
計
画
に
つ
い
て
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
と
立
地
適
正
化
計
画
策
定
の
中
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
大

き
く
変
え
る
認
識
が
あ
る
と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
を
し

て
い
る
か
伺
う
。

　
市
長
　
人
口
減
少
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
い
か
に
し
て
コ
ン
パ
ク
ト

な
都
市
を
構
築
し
て
い
く
か
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
か
ら
、
一
定
の
拠
点
が
よ
り
発
展

を
し
て
、
周
辺
地
域
に
波
及
効
果
が
及
ぶ
拠
点
発
展
型
の
構
築
に
向
け
、
市

民
の
理
解
と
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
変
え
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

川村　成二 議員

櫻井　繁行 議員
　
本
市
の
事
業
継
続
給
付
金
に
つ
い
て
は
数
字
だ
け
を
見
れ
ば
申
請
が
伸

び
悩
ん
で
い
る
傾
向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
給
付
対
象
を
広
げ
る
な
ど
、
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
制
度
を
見
直
す
、
事
業
者
支
援
策
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

　
市
長　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
８
割
以
上
の
事
業
者
に
影
響
が
出
て
い
る
と
い
う
回
答
を

さ
れ
て
お
り
ま
す
よ
う
に
、
売
上
げ
減
少
幅
が
30
％
に
満
た
な
い
事
業
者
が

存
在
す
る
こ
と
も
想
定
を
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
事
業
継
続
給

付
金
の
活
用
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
よ
り
広
く
事
業
者
支
援
を
行
う
た
め

に
は
、
申
請
要
件
を
見
直
す
な
ど
、
新
た
な
支
援
制
度
に
つ
い
て
今
後
も
申

請
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
７
月
21
日
に
実
施
を
し
た
本
市
の
避
難
所
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
訓
練
の
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
訓
練
の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２
部
構
成
で
「
被
災
地
・
避

難
所
設
置
に
お
け
る
感
染
予
防
対
策
」
と
題
し
て
、
土
浦
協
同
病
院
感
染
管

理
室
の
湯
原
室
長
か
ら
感
染
症
に
関
す
る
内
容
の
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
実
技
で
誰
で
も
作
れ
る
簡
易
な
防
護
服
の
作
り
方
、
さ
ら
に
は
防
護

服
の
着
脱
方
法
の
指
導
を
受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害
と
感
染
症
の
複

合
災
害
に
対
し
ま
し
て
、
感
染
防
護
策
を
取
り
入
れ
た
避
難
所
の
設
営
訓
練

も
行
い
、
避
難
者
の
受
入
れ
の
際
に
体
温
測
定
や
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
き
ち
ん

と
行
っ
た
上
で
受
付
に
進
む
な
ど
の
一
連
の
流
れ
と
、
避
難
者
同
士
の
感
染

防
止
の
意
味
合
い
か
ら
パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
用

い
た
間
仕
切
り
、
間
隔
を
空
け
て
の
避
難
ス
ペ
ー

ス
の
確
保
の
訓
練
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
社
会
情
勢
が
大
き
く
変
わ
る
中
、
本
市
に
お

け
る
中
小
企
業
に
対
し
て
の
支
援
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
に
考
慮
し
た
本
市

の
新
た
な
防
災
対
策
に
つ
い
て

１

か
す
み
が
う
ら
市
の
20
年
後
の
あ
る
べ
き
姿
を
展
望
し
た
、
持

続
可
能
な
都
市
づ
く
り
の
計
画
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
に
対
応
し
た
、
行

政
が
行
う
「
新
し
い
生
活
様
式
」
の
具
体
策
に
つ
い
て

宅
地
開
発
行
為
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
市
へ
帰
属
し
た
公
園
等
の

管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て

１３

２

▲サテライト勤務の様子
　（千代田公民館）

▲避難所開設訓練の様子
　（ウエルネスプラザ）

２

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

行
政
職
場
内
の
新
し
い
生
活
様
式
の
導
入

と
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
伺
う

事
業
継
続
給
付
金
な
ど
の
支
援
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
市
長
の
考
え
を
伺
う

サ
テ
ラ
イ
ト
勤
務
を
実
施
し
て
お
り
新
た
な
技

術
の
導
入
も
検
討
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す

今
後
も
申
請
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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佐藤　文雄 議員

　
土
浦
市
と
の
合
併
協
議
、
合
併
協
議
会
設
立
、
準
備
作
業
に
つ
い
て
の

市
長
の
見
解
、
具
体
的
に
土
浦
市
か
ら
合
併
へ
の
話
合
い
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
市
長　
正
式
に
何
を
申
込
ま
れ
た
と
か
、
合
併
協
議
が
始
ま
る
な
ど
、

そ
う
い
っ
た
こ
と
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
合
併
の
考
え
方
に
つ
き
ま
し
て
、
こ

れ
か
ら
の
市
町
村
合
併
に
つ
き
ま
し
て
は
、
私
は
県
か
ら
権
限
等
も
移
譲
さ

れ
る
中
で
広
域
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
人
口
減
少
な
ど
も
あ
る
の
で
、
合
併

の
必
要
性
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　
給
食
室
の
整
備
も
、
特
に
旧
千
代
田
地
区
の
未
整
備
状
態
が
放
置
さ
れ

て
き
て
お
り
、
３
千
人
の
児
童
生
徒
が
夏
期
給
食
を
受
け
ら
れ
な
い
事
態
に

追
い
込
ま
れ
た
。
１
日
授
業
を
行
っ
て
給
食
を
実
施
出
来
な
か
っ
た
の
は
県

内
で
は
当
市
だ
け
で
す
。
議
員
４
名
の
緊
急
要
望
に
も
よ
り
希
望
が
取
ら

れ
、
仕
出
し
弁
当
の
希
望
者
５
百
人
に
対
し
て
何
と
か
実
施
に
こ
ぎ
着
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
水
戸
市
に
お
い
て
は
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
冷
房

チ
ョ
ッ
キ
の
活
用
で
給
食
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
市
で
は
何
ゆ
え
に
で

き
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

　
教
育
長　
給
食
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
か
す
み
が
う
ら
市
は
残
念
な
が

ら
で
き
な
か
っ
た
、
来
年
は
そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
最
優
先
し
て
進

め
、
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
冷
房
チ
ョ
ッ
キ
な
ど
に
つ
い
て
予
算
要
望
を

し
っ
か
り
と
行
い
、
確
実
に
給
食
実
施
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
考
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

　
公
共
工
事
の
入
札
及
び
契
約
の
適
正
化
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る

指
針
で
は
、
予
定
価
格
を
入
札
前
に
公
表
す
る
と
予
定
価
格
が
目
安
と
な
っ

て
競
争
が
制
限
さ
れ
、
入
札
談
合
が
容
易
に
行
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
入
札
前
に
は
公
表
し
な
い
も
の
と
す
る
と
あ
る
が
。

　
市
長　
事
前
公
表
、
事
後
公
表
、
そ
れ
ぞ
れ
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
ど
も
と
し
ま
し
て
は
、
情
報
の
漏
え
い
な

ど
様
々
な
課
題
も
あ
る
中
で
、
事
前
公
表
と
い
う
方
向
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
危
険
の
中
で
遊
ぶ
子
ど
も
た

ち
、
少
人
数
学
級
の
実
施
が
必
要
だ
が
、
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
教
育
長　
３
密
を
避
け
る
た
め
、
少
人
数
学
級
を
行
う
こ
と
は
有
効
な

手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は
教
室
、
教
員
数
等
の

状
況
に
よ
り
、
市
内
全
学
校
で
の
実
施
は
難
し
い
状
態
で
す
。
し
か
し
、
１

つ
の
ク
ラ
ス
の
児
童
数
が
多
い
小
学
校
で
は
、
県
か
ら
の
加
配
教
員
を
活
用

し
、
学
年
の
ク
ラ
ス
数
を
増
や
す
な
ど
３
密
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

一  般  質  問

い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
ー

学
校
給
食
・
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
・
教
室
の
三
密
対
策
に
つ
い
て

土
浦
市
と
の
合
併
協
議
、
神
立
駅
周
辺
整
備
の
課
題
と
田
村
沖

宿
線
延
伸
道
路
か
ら
県
道
、
千
代
田
大
橋
へ
の
土
浦
市
・
県
・

石
岡
市
と
の
広
域
行
政
協
議
に
つ
い
て

政
治
倫
理
条
例
案
の
市
長
公
室
資
料
及
び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
つ
い
て

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

教
育
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

食
料
の
地
産
地
消
の
取
組
に
つ
い
て

１

３

３ ２

２１

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

土
浦
市
か
ら
合
併
へ
の
話
合
い
を
求
め
ら
れ
た

場
合
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
伺
う

公
共
工
事
入
札
に
お
け
る
予
定
価
格
の
事

後
公
表
に
つ
い
て
伺
う

人
口
減
少
な
ど
も
あ
る
の
で
合
併
の
必
要

性
は
感
じ
て
お
り
ま
す

情
報
の
漏
え
い
な
ど
様
々
な
課
題
も
あ
る
中

事
前
公
表
と
い
う
方
向
で
行
な
っ
て
い
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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市
民
に
分
か
り
や
す
い
道
路
台
帳
１
・
２
級
名
称
表
示
変
更
に
つ
い

て
、市
民
に
分
か
り
や
す
く
、管
理
が
し
や
す
い
道
路
行
政
を
目
指
す
中
で
、

道
路
の
統
一
し
た
標
記
に
か
か
る
経
費
は
ど
れ
だ
け
か
か
る
の
か
、
ま
た
幹

線
道
路
に
格
上
げ
す
る
必
要
の
あ
る
道
路
が
市
内
に
多
く
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

　
建
設
部
長　
現
在
の
道
路
台
帳
を
同
じ
体
裁
で
統
一
し
た
台
帳
を
作
成

し
た
場
合
９
７
０
０
万
円
程
度
の
経
費
を
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
現

在
、
道
路
台
帳
は
ア
ナ
ロ
グ
手
法
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
い

ず
れ
か
の
段
階
で
、
多
額
の
費
用
を
要
し
ま
す
が
、
道
路
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
道
路
番
号
の
統
一
や
道
路
の
格
上
げ
、
見
直
し
な
ど
を
一
括
対
応

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
誘
導
施
設
及
び
誘
導
施
策
に
つ
い
て
、

誘
導
施
設
の
方
針
に
対
す
る
具
体
的
取
組
に
お
け
る
施
策
の
記
載
内
容
の

中
で
「
図
る
」
と
す
る
事
項
「
検
討
す
る
」
に
と
ど
め
て
い
る
記
載
の
内

容
の
違
い
に
つ
い
て
伺
う
。

　
都
市
産
業
部
長　
「
図
る
」
と
記
載
し
て
い
る
内
容
と
し
て
は
、
現
状

で
は
構
想
段
階
の
も
の
で
、
今
後
事
業
化
に
向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
く
も

の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、「
検
討
す
る
」
と
記
載
し
て
い
る
も
の
に
つ
き
ま

し
て
は
具
体
的
に
検
討
段
階
に
入
っ
て
い
る
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
来
年

度
以
降
、
国
の
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
て
着
手
で
き
る
よ
う
準
備
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ＱＱ ＡＡ

矢口　龍人 議員

中根　光男 議員
　
高
齢
者
の
ひ
と
り
暮
ら
し
は
増
加
の
一
途
で
あ
り
、
厚
生
労
働
省
は
４

月
に
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
見
守
り
を
強
化
し
た
自
治
体
を
財
政
面
で

支
援
す
る
こ
と
を
通
知
し
た
。
本
市
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る

今
後
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
見
守
り
支
援
を
目
的
と
し

た
事
業
と
し
て
は
、
日
々
食
事
を
提
供
す
る
中
で
安
否
確
認
を
行
う
食
の
自

立
支
援
事
業
や
急
病
な
ど
の
緊
急
時
の
対
応
策
で
あ
る
緊
急
通
報
装
置
設
置

事
業
、救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
設
置
な
ど
が
中
心
と
な
り
ま
す
。
今
後
は
、

こ
れ
ら
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
す
る
た
め
に
も
、
企
業
な
ど
と
の
地
域
の

見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
の
推
進
や
事
業
者
に
よ
る
日
常
の
安
否
確
認
な

ど
の
支
援
策
を
さ
ら
に
充
実
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
い
じ
め
の
早
期
発
見
、
対
応
を
学
校
な
ど
に
義
務
づ
け
た
い
じ
め
防
止

対
策
推
進
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
水
面
下
で
の
い
じ
め
が
増
加
の
一
途

を
た
ど
っ
て
お
り
対
策
が
急
務
で
あ
る
。
現
在
の
い
じ
め
の
対
応
に
つ
い
て

伺
う
。

　
教
育
長　
い
じ
め
問
題
を
見
逃
す
こ
と
が
な
い
よ
う
、
積
極
的
な
認
知

を
心
が
け
て
お
り
、
月
に
１
度
を
基
本
と
す
る
定
期
的
な
学
校
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
や
学
期
に
１
度
の
個
別
面
談
、
い
じ
め
問
題
対
策
会
議
な
ど
を
実
施

し
、
児
童
生
徒
の
適
切
な
実
態
把
握
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
生

徒
の
心
の
ケ
ア
も
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
活
用
も
積
極
的
に
行
い
、
個
別
に
悩
み

を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒
や
保
護
者
な
ど
に
面
談
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
ま

す
。 ＱＱ ＡＡ

い
じ
め
不
登
校
防
止
対
策
に
つ
い
て

学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ
い
て

高
齢
者
の
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

１３

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
立
地
適
正
化
計
画
の
目
的
と
位

置
づ
け
並
び
に
項
目
の
違
い
に
つ
い
て

地
方
自
治
体
の
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
施
策
に
つ
い
て

立
地
適
正
化
計
画
に
お
け
る
誘
導
施
設
及
び
誘
導
施
策
に
つ
い
て

市
街
化
調
整
区
域
に
お
け
る
適
切
な
土
地
利
用
に
よ
る
無
秩
序

な
宅
地
化
の
抑
制
に
つ
い
て

道
路
の
交
通
体
系
を
踏
ま
え
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
及
び
道
路

整
備
に
つ
い
て

１４３２

２

▲市で配布している
　救急医療情報セット

５

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

質　
問　
通　
告　
事　
項

質　
問　
通　
告　
事　
項

道
路
台
帳
の
見
直
し
の
必
要
性
に
つ
い
て

伺
う

ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
対
す
る
今
後

の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う

道
路
台
帳
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
一
括
対

応
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す

事
業
者
に
よ
る
日
常
の
安
否
確
認
な
ど
の
支
援

策
を
さ
ら
に
充
実
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ
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統
合
小
学
校
の
跡
地
利
活
用
と
旧
下
大
津
地
区
公
民
館
の
建
て
替
え
要
望

に
つ
い
て
、
旧
下
大
津
小
学
校
の
廃
校
か
ら
期
間
が
た
ち
活
用
で
き
る
施
設
状

況
に
あ
る
の
か
疑
問
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
公
民
館
施
設
を
望
む
声

が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
声
に
市
は
ど
う
応
え
て
い
く
の
か
伺
う
。

　
参
事　
現
在
の
旧
下
大
津
小
学
校
校
舎
を
解
体
・
撤
去
し
、
公
民
館
に

代
わ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
を
建
て
た
後
に
公
民
館
撤
去
が
現
実
的
と
考
え

て
お
り
ま
し
て
、
今
年
度
策
定
予
定
の
個
別
計
画
へ
の
位
置
付
を
調
整
し
て

い
き
ま
す
。
牛
渡
、
佐
賀
、
志
士
庫
に
つ
い
て
も
、
将
来
に
負
担
だ
け
が
残

る
こ
と
が
な
い
よ
う
な
対
応
を
調
整
し
、必
要
に
応
じ
、市
民
や
地
域
の
方
々

に
も
情
報
を
提
供
し
な
が
ら
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
か
す
み
が
う
ら
市
の
国
土
強
靭
化
計
画
に
つ
い
て
、「
強
く
し
な
や
か

な
国
民
生
活
の
実
現
を
図
る
た
め
の
防
災
・
減
災
等
に
資
す
る
国
土
強
靭
化

基
本
法
」
が
、
平
成
25
年
12
月
に
公
布
施
行
さ
れ
た
。
か
す
み
が
う
ら
市
国

土
強
靭
化
計
画
の
早
期
策
定
に
よ
り
、
様
々
な
補
助
金
や
交
付
金
が
利
活
用

で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
市
の
災
害
事
情
に
沿
っ
た
計
画
策
定
に
よ
り
農

業
・
農
地
の
諸
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
と
の
思
い
か
ら
懇
話
会
を
作
り
、

実
態
に
沿
っ
た
喜
ば
れ
る
計
画
を
策
定
し
て
は
と
考
え
る
が
、
当
市
の
見
解

に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長　
本
茨
城
県
で
は
、
平
成
29
年
２
月
24
日
に
国
土
強
靭
化
の
地
域

計
画
が
策
定
さ
れ
、
本
市
で
も
本
年
度
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。
計
画
策
定

の
手
法
と
し
て
、
個
別
事
業
に
つ
い
て
懇
話
会
を
開
催
し
て
策
定
を
進
め
る

と
い
う
手
法
よ
り
は
、
庁
内
で
防
災
等
へ
の
危
機
対
応
に
つ
い
て
十
分
な
議

論
を
深
め
、
国
の
基
本
目
標
、
県
の
地
域
計
画
と
の
調
和
を
図
り
、
市
地
域

計
画
の
策
定
を
進
め
る
考
え
で
い
ま
す
。
各
省
庁

の
情
報
を
共
有
し
、
幅
広
に
押
さ
え
て
い
く
こ
と

で
、
財
源
的
に
も
不
利
に
な
ら
な
い
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

来栖　丈治 議員統
合
小
学
校
の
跡
地
利
活
用
と
下
大
津
地
区
公
民
館
の
建
て
替

え
要
望
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
の
国
土
強
靭
化
計
画
に
つ
い
て

１２

一  般  質  問

▲旧下大津公民館

令和２年第３回定例会では
決算関連議案を会期中に審査しました
　昨年まで、決算関連議案は「一般会計決算審査特別審査委員会」「特別会計・水道事業会
計決算審査特別委員会」をそれぞれ設置し、付託された決算関連の議案は、第３回定例会閉
会後に閉会中の継続審査として審査し、12月の第４回定例会で採決を行うことを例としてい
ました。
　令和２年より、次年度予算の編成がしやすいことや各種会議の予定が組みやすくなること
から「決算審査特別委員会」を設置し、一般会計、特別会計、公営企業会計の審査を行い、
令和元年度分の決算は、令和２年第３回定例会にて採決が行われました。

平成30年度分決算
（令和元年度に審査）

令和元年度分決算
（令和２年度に審査）

審査時期 第３回定例会（９月）
特別委員会付託
定例会閉会後に審査

第３回定例会（９月）
特別委員会に付託
会期中に審査

特 別 委 員 会
の設置

「一般会計決算審査特別
委員会（委員７名）」、「特
別会計・水道事業会計
決算審査特別委員会（委
員７名）」を設置

「決算審査特別委員会
（委員14名）」を設置

採決時期 第４回定例会（12月）
で採決

第３回定例会（９月）
で採決

➡

審査方法の主な違い

▲決算審査特別委員会での審査の
様子（千代田庁舎議場）

質　
問　
通　
告　
事　
項

旧
下
大
津
地
区
公
民
館
の
建
て
替
え
要
望

に
つ
い
て
市
の
見
解
を
伺
う

今
年
度
策
定
の
個
別
計
画
へ
位
置
づ
け
を

調
整
し
て
ま
い
り
ま
す

ＱＡ
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本会議開催日にはスマートフォンやパソコン
等で会議の生中継を見ることができます。

「教職員定数改善及び義務教育費国庫
負担制度堅持に係る意見書」を送付

市議会も新型コロナウイルス感染症
拡大防止に取り組んでいます

「教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度堅持のための政府予算に係る意
見書採択を求める請願」が全会一致で採択された後、文教厚生委員会委員長
から議長へ「教職員定数改善及び義務教育費国庫負担制度堅持に係る意見書

（案）」が提出され、全会一致をもって可決されました。かすみがうら市議会
として内閣総理大臣、衆議院議長、参議院議長、財務大臣、総務大臣及び文
部科学大臣に意見書を送付いたしました。

▲市議会ホームページ「議会中継」
　（右はQRコード）

▲議場内では、全員マスクを着用し議員席には間仕切りを
設置しました。一般質問時には密集を避けるため、議員
の半数は議場外の会議室でその様子を視聴しました。

「新型コロナウイルス感染症の影響に
伴う地方財政の急激な悪化に対し地方
税財源の確保を求める意見書」を送付

全国市議会議長会からの「新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急
激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出について」総務委員会で
審査した結果、総務委員会委員長から議長へ「新型コロナウイルス感染症の影響
に伴う地方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確保を求める意見書（案）」が提
出され、全会一致をもって可決されました。かすみがうら市議会として内閣総理
大臣、衆議院議長、参議院議長、内閣官房長官、総務大臣、財務大臣、経済産業
大臣、経済再生担当大臣、まち・ひと・しごと創生担当大臣及び地元選出国会議
員に意見書を送付いたしました。

　密閉・密集・密接の３密に注意をはらい、本会議や委員会審査において様々な
取り組みを行い、拡大防止に努めております。市民の皆様のご理解とご協力をお
願いいたします。

特  　  　  集



未
だ
収
束
の
見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
が
続
く
中
、
今
年
の
冬
の
乾
燥
が

ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
大
変
心
配
な
と
こ

ろ
で
す
。

こ
れ
ま
で
徹
底
を
さ
れ
て
き
た
「
三
密
の
回

避
・
マ
ス
ク
の
着
用
・
手
洗
い
・
ア
ル
コ
ー
ル
消

毒
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
励
行
」
な
ど
の
感
染
防
止
対
策
を
更
に
続
け
、

避
け
て
は
通
れ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
脅
威
に
対
し
て
、
各

自
対
応
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

か
す
み
が
う
ら
市
議
会
で
も
、
三
密
を
避
け
、
会
議
の
時
間
短
縮

を
図
る
等
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
策
を
講
じ
て

お
り
ま
す
。

 

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
委
員　
岡
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コ ラ ム
議 会 日 誌議 会 日 誌

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
第
４
回
定
例
会
は
、
11
月
30
日
（
月
）
か
ら
12
月
15
日
（
火
）
ま
で
の
16
日
間
で
開
会
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

豆辞典 とはとは？？
議
会
が
、
一
会
計
年
度
の
歳
入
歳
出
予

算
の
執
行
の
実
績
で
あ
る
決
算
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
審
査
し
た
上
で
、
収
入
・
支

出
が
適
法
か
つ
正
当
に
行
わ
れ
た
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

決
算
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
議
会
と
し

て
、
法
令
、
条
例
、
規
則
等
関
係
法
規
に

対
す
る
適
合
関
係
、
計
数
的
正
誤
な
ど
に

と
ど
ま
ら
ず
、
過
去
の
財
政
運
営
を
通
じ

て
問
題
点
を
発
見
し
、
将
来
の
財
政
運
営

に
こ
れ
を
反
映
さ
せ
る
と
い
っ
た
視
点
か

ら
の
検
討
も
期
待
さ
れ
た
い
る
も
の
と
言

え
ま
す
。

決
算
審
査
の
結
果
、
法
令
等
の
違
反
な

ど
重
大
な
問
題
が
発
見
さ
れ
た
よ
う
な
場

合
に
は
、
議
会
と
し
て
こ
れ
を
不
認
定
と

す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
仮
に
認
定
し

な
か
っ
た
場
合
に
は
、
長
の
政
治
的
、
道

義
的
責
任
が
問
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
既
に
行
わ
れ
た
予
算
執
行
の
効
力
に

は
な
ん
ら
影
響
し
な
い
も
の
と
解
さ
れ
て

い
ま
す
。

（
参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）

決 算 認 定決 算 認 定

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

（８月１日〜10月31日まで）

●
10
月
●

　

９
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

13
日　

湖
北
環
境
衛
生
組
合
第
２
回
定
例
会

　

14
日　

新
治
広
域
事
務
組
合
第
２
回
定
例
会

　

15
日　

霞
台
厚
生
施
設
組
合
第
２
回
定
例
会

　

19
日　

文
教
厚
生
委
員
会

　

20
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

27
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

●
８
月
●

　

7
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

11
日　

産
業
建
設
委
員
会

　

18
日　

総
務
委
員
会 

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
９
月
●

　

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

１
日
〜
24
日　

　
　
　
　

令
和
２
年
第
３
回
定
例
会

　

７
日　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

８
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

10
日
〜
11
日

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

14
日
〜
16
日

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

24
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

令和２年第３回定例会では、
延べ40名の方が本会議を
傍聴されました。

（新型コロナウイルス感染症拡大
防止のため、傍聴席を制限させて
いただくことがございます。）


